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上野正男名誉教授をしのんで
和光大学長（前経済経営学部長）　井　出　健二郎
　本学経済経営学部教授上野正男先生は，2018 年 2 月 11 日逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を
捧げます。
　先生は，1937 年 1 月 28 日にお生まれになり，明治大学大学院商学研究科博士課程を修了されるとい
う最終学歴をお持ちであります。
　1966 年 4 月に，本学経済学部経済学科に助手として採用され，1968 年 4 月から経済学部経済学科の
専任講師として奉職されています。1971 年 4 月には同学部同学科の助教授に昇格されています。そして，
1976 年 4 月には同学部同学科の教授となられました。
　学部学科においては，会計学原理，管理会計論，経営分析論，国際会計論，会計史などをご担当され
ています。会計学原理は，財務会計として外部報告のための会計を，管理会計論は，内部報告のための
会計をご担当されています。いわゆる会計学の 2 大領域について，『和光の会計学』を一身に背負われ
てきたわけです。ある時期から同系列の教員として，ご一緒させていただいてからは，和光の会計学の
先人の先生方のお話しを拝聴させていただきました。
　また，経営分析論は，先生の大著『経営分析の発展と課題―経営分析概念の史的研究―』（白桃
書房　1994 年）にもあるように，先生の主たる専門科目と思われます。講義内容やスタンスとして，
「企業の経営行動（活動）の結果，その企業の収益性・財務の安全性や流動性・生産性などの適否・良
否を分析・診断するための主体・目的・対象・方法などを講述。また，企業経営の将来展望の仕方も講
義。」と記されています。
　加えて，会計の国際化が叫ばれる中での，先進的な国際会計論の講義や歴史を鑑みることで，会計学
等の今を，そして将来を考える意味での会計史の講義など，上野先生でしか講義できえない，大変幅広
い知見の先生でした。
　また，外国文献講読では，英語ではなく，ドイツ語を担当され，ドイツ語が大変堪能であったことが
うかがえます。
　演習Ⅰ / Ⅱ，いわゆるゼミナールでは，「会計学の基本的な文献を選出して，それを中心に輪読・討
論している。講義内容を受講生に十分理解できるように，講述することはむつかしい，と常々反省して
いる。」と述べ，学生にいかにわかりやすく講義を伝えていくか，真摯に向き合う姿勢の先生です。
　ご研究については業績目録をご覧いただければお分かりではありますが，たとえば，先生の以下の著
書にあるように精力的に執筆されてきたことがうかがえます。
　○上野正男先生『経営分析の発展と課題―経営分析概念の史的研究―』（単著）白桃書房　1994
年。
　○上野正男先生『企業成長と生活水準のギャップ』（共著）勁草書房　1996 年。
　○上野正男先生『ケインズ・バーナードとその時代』（共著）和光大学経済学部編　1996 年。
　○上野正男先生『シュムペーター・サイモンとその時代』（共著）和光大学経済学部編　2001 年。
　さらには校務においては経済学部経営学科長，和光学園評議員，経済学部長，社会経済研究所長，和
光学園理事，そして進路指導部長など極めて多くの要職をこなされています。
　ご功績については，和光大学が創立された当初からのメンバーであり，大学の胎動期，成長・発展期
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そして成熟期を見守ってこられ，極めて多大であったと信じております。
　訃報，ご逝去には，ただただ驚くばかりではあります。せめて，本号を先生の追悼号として捧げるこ
とによって，経済経営学部の感謝と哀悼の意を表したいと存じます。
　　2018 年 12 月
（『和光につどう教師たちのプロフィール―教育と研究一覧―2004 年度版』をもとに記載しております）
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